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Le "bec de gaz" dans le Tour du monde en 80 jours

Le Tour du monde en 80 jours, publié en 1873, est un roman d'autant plus populaire qu'il fut filmé

plusieurs fois. Malgré sa grande popularité, sur le plan narratif cette œuvre pose néanmoins des

problèmes, par exemple la fonction du "bec de gaz". Cet appareil apparaît au début du roman ainsi qu'à

la fin du voyage. Cette répétition aurait-elle une importance dans le développement du récit? Que pourrait

bien symboliser, cet élément du récit?

Au XIXe siècle, les sciences et les technologies se sont développées remarquablement, ce qui a permis

de voyager plus agréablement et plus rapidement. D'où un voyage aussi excentrique: le tour de la Terre

en 80 jours. Dans ces conditions, il est important de dire que ces progrès se fondent sur l'établissement

d'un système spatio-temporel bien ordonné et uniforme. En effet, sans le temps universel, le train n'aurait

pas connu une évolution aussi rapide et aussi globale. Le bec de gaz qui ne cesse de brûler, symbolise la

force et la continuité du dynamisme qui domine ce nouvel espace.

La standardisation totale vise à hiérarchiser les zones non occidentales selon les critères européens, en

opposant les pays civilisés et riches d'une part et le pays "barbares" et pauvres, d'autre part. Ces critères

se fondent sur trois conceptes fondamentaux: l'utilité, la rapidité et la quantité. Autrement dit, les

puissances occidentales peuvent régner sur les pays orientaux dans la mesure où est respecté le système

de valeurs capitaliste, ancré dans une civilisation consommatrice et matérialiste. Le bec de gaz, produit

de la technologie moderne, représente les activités économiques et commerciales qui se répandent

graduellement dans toutes les parties du monde.

Enfin il convient de signaler que le symbolisme du bec de gaz s'etend également à la puissance de

l'argent. La société moderne n'aurait pas fonctionné, sans la circulation des capitaux. En tant qu'

organisation elle vise à développer au maximum les activités économiques en contrôlant la vitesse de la

circulation commerciale. D'autre part, que la société industrielle craint le plus est la perte de ses capitaux.

Le vol est ressenti comme une menace réelle. La terreur d'être privé de sa puissance financière explique

le désir d'un développement aussi grand et aussi total dans le monde moderne. Ces deux facteurs se

complètent pour produire le dynamisme du capitalisme. C'est pourquoi l'image de ML Fogg, héro du

roman, se superpose à celle du voleur de la Banque d'Angleterre.

Ainsi le "bec de gaz" représente-t-illes trois éléments typiques de l'époque moderne: le développement

des sciences et des technologies, la hiérarchisation selon les critères occidentaux et la domination des

capitaux.
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　19世紀に書かれたジュール・ヴェルヌの作晶，『八十日問

世界一周』は今日の我々からも遠くないところにあるeそ

の語りは未だに魅力的であり，少なからぬ人々を引きつけ

ている1）。

　これから述べようとするのは，この作品をさらに褒め称

えるとか，あるいは大きな欠点の存在を指摘するといった

ことではない。作品の出来不出来ではなく，それがいかな

る基盤の上に，語りを進めて行くのかということを考えて

みたい。ただそうは言っても，この物語について，19世紀

の政治的，社会的資料としての価値をひたすら強調したい

訳でもない。文学を政治に還元するわけでもなく，またい

たずらに文学の孤高性に埋没するつもりもない。はじめに

この読解があるバランスの上に進められていくとだけ言っ

ておくことにしよう。文学と政治の関係，両者が交錯する

空間の特殊性の分析をこの小論では目指したい2）e

　ただ分析に入る前に，ある迂回作業を許していただきた

い。それは旅を巡るささやかな省察である。旅にはある逆

説がはらまれている。旅からの帰還が提起する問題でもあ

る。つまり旅では，出る前と帰った後での変化が問われる

のだ。もし前後で変化がないのであれば，旅に出た意味が

ないことになる。また劇的に変化したのであれば，人格的

にバランスを欠き，危険なこととなる。安定さを考えれば，

旅の効果がなくなるし，旅の効果を優先させれば，危機に

身をさらすことになるのである。

　旅を教育の装置として考えるならば，心許ないところが

ある．それを行うことにより破綻をきたした例としては，

『ガリヴァー旅行記』の末尾をあげることができるe主人

公の帰還の情景は決して感動的なものではないe

家に入ると，いきなり妻が飛びついてきて私をしっか

りと抱き，接吻したeもう随分永い間この嫌らしい動

物に触れられたことがなく，殆どその感触を忘れてい

た私は，忽ち気を失って倒れてしまった。そんな状態

が一時間近くも続いた。私は最後にイギリスに帰って

きてから五年たった今，こうしてこの文章を書いてい

るわけだが，当初の一年間というものは，自分の近く

に妻や子供たちがくるだけでも我慢できなかった。連

中の体臭には辟易した。いわんや，同じ部屋で食事を

するなどもっての他で，私は断乎としてそれを許さな

かった3）。

　ただ旅が絶えずこうした危険性をはらむわけではない。

自分が向かう先の場所が持つ距離感が批判意識を可能にし

てくれる場合がある。現在自分が占める場所の持つ問題性

を指摘しうる空間として移動先の場所が選択される。そう

した教育的な効果を期待できればこそ，啓蒙の18世紀には

さまざまな航海記，旅行記が執筆されていくことになる。

場所の架空性よりは，そうした虚構を踏まえた上でなされ

る論理，批判構成の方が重視されることになる4）．今自分た

ちの位置する空間がいかに問題をはらんでいるか，そして

いかなる改革が必要であるかにその論点が集約していく。

あるいは，そうした巡歴を通じて，旅する主体が成長して

いくプロセスを語ろうとする著作も存在する。それは一種

のビルドゥングス・wマンとも言えよう5）。そうした中で

は，旅は語りによる教育装置としての機能を果たしている。

ただ教育としての効果は，18世紀の啓蒙という枠組みが前

提となっていることをわすれてはなるまいe

　旅の過程を安定と見るか，危機をはらむと考えるかにし

ろ，そこでは，帰還が前提となる。旅行とは帰ってくるも

のなのである。ただ，そうした前提を問い返していこうと

する動きが現代思想の中にはあることを忘れてはならな

い6）eなぜ戻る必要があるのだろうか。戻ろうとする限り，

1）たとえば，ヴェルヌの作品は，しばしば映画化されている。映画化の詳しいデータについては，下記参照．

　D．Compere；　Jules　Veme，　Encrage，　2005，　pp．164－165．

　　またヴェルヌに人気があることは，2005年に入ってたてつづけに，以下の2著作が刊行されたことからもうかがうことができる。

　P．　Mellot　et　」．一M．　Embs，　Le　Gblide　ju／es　Verne，　Les　Editions　de　1’Amateur，　2005．

　J．一P．　Deklss，　lztles　1／rerne，　Un　homme　planetoire，　Textuel，　2005．

　なお，本論においては，ヴェルヌの引用は以下の文献によるものとする．

　J．ヴェルヌ，『八十日間世界一周』，岩波文庫，2001年（以下『文庫』と略称）。

2）この小論は2002年度，および2005年度において，九州大学大学院比較社会文化学府の国際言語文化講座で行われた総合演習の授業をもと

　にして書かれたものである。この授業の共同担当者である，太田一一一B召，嶋田洋一郎，西野常夫の諸先生方からは講義中に貴重なご意見を

　賜った．またこの講義に出席してくれた学生諸君からも貴重な意見を聞くことができた．こうした人たちに感謝の意を捧げたい．ただ本

　文中に含まれるであろう不十分な箇所はひとえに筆者の責任であることは言うまでもない。

3）J．スウィフト，『ガリヴァー旅行記』，岩波文庫，1980年，415頁。

4）こうした例を挙げようとすれば，きりがないであろうが，比較的最近翻訳されたものについては，下記参照．

　フォワニ／ヴェラス／フォトネル，『啓蒙のユートピア　1』，法政大学出版局，1996年。

　M．ド・サド，『アリーヌとヴァルクール，あるいは哲学的物語』（上）（下），水声社，1998年。

5）たとえば，以下のような著作を例としてあげることができるだろう。

　J．G．ヘルダー，『ヘルダー旅日記』，九州大学出版会，2002年．

6）そうした批判的な著作としては，下記参照．

　Catherine　Malabon　et　Jacques　Derrida，ノkecqztes　I）eアrida，　La　Contre－A／／6e，　La　Quinzaine，！999．
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旅のパラドックスから完全に逃れることはできない。目的

地に到着する（arriver＞ことよりも，到着点そのもの，到

着すること自体を問題として，むしろ同じ場所にもどらな

いこと，漂う（d6river）ことに注目しようとする動きが出

てくる。それは自我の同一性への執着に対する批判に他な

らないe自我を：豊かにするというもくろみのもとでは，同

語反復的な事象だけを取り込むだけにもなりかねず，自我

がいかなる基盤のもとに成立しているのかという問いかけ

を真摯に行う機会が失われる恐れがあるeそうした退行を

批判し，主体への新たな問いかけにより，地平を切り開こ

うとする動きを求める所に新しさがある。

　そうはいっても，一気に進むのは差し控えよう。ここで

は，現在の状況を踏まえた上で，19世紀の傑作『八十日間

世界一周』が近代から現代へと至る歩みの中でいかなる位

置を占めるのか，そして何を明らかにしてくれるのか見て

いくことにしたい。

翌。ガス灯の意味するもの

　『八十日間世界一周』には数々のテーマがちりぼめられ，

また登場人物たちも個性豊かな人々である。それらを巡っ

ては色々な分析が考えられるであろう7）。ただそうした中

で，あまり言及されてこなかった要素があるe「ガス灯」で

ある。それは旅行のはじめにすでに現れている。これから

出発しようとするとき，召使いのパスパルトゥーはガス灯

を消すのを忘れる。

る。

「どうしたんだ。」フォッグ氏が尋ねた。

「実は，そのあわただしかったものですから，そして

その，混乱しておりましたために，忘れてしまったの

です．」

「なにをだね．」

f私の部屋のガス灯の火を消すことをでございます。」

「ならばよろしい，ガス灯の燃えた分は君の支払いと

いうことにしよう．」フォッグ氏は動じることなくそう

答えた8）。

「ガス灯」はその後，この物語の最後の方で再び登場す

（……）そしてこの残された1000ポンドについてすら，

彼はこの実直なるパスパルトゥーと，みじめなフィッ

クスに分け与えることにした。（……）ただし規則とし

て，召使は，彼のミスによる1920時間ぶんのガス代を

自分の懐から支払わなくてはならなかった9＞。

　この要素をどのように考えればいいのだろうか。もちろ

んけっして無意味な装飾物ではないだろう。「ガス灯」こそ，

ある意味で19世紀の科学の進歩を示すものであり，その明

るさにより，たとえばパリの街は，以前とは桁違いに明る

くなり，全く異なる都市空聞が出現したのである。ガス灯

なくして，19世紀を語ることはできないであろうIo）。それで

は，ガス灯とは文化を表す単なる指標であり，時代風潮を

読者にわからせる符牒にすぎないのだろうか。

　この対象にこれほど拘るのも，それが物語の最初の部分

と最後の部分の方に現れ，あたかも作品に統一感を与えて

いるかに見えるからである。単なる文化的記号であれば，

反復する必要はないであろうし，また反復が必要なコンテ

クストの中にガス灯を置く必要もないであろう。それでは

何故「ガス灯」なのか，具体的に考えていこう。この新た

な照明器具はただ単にそこに在るのではないeある種の条

件が付された上で，物語の中で重要な位置を占めることに

なる。その条件とは「連続」，「量」，「資本」である。

　第1に「ガス灯」はある連続性を具現している。ガス灯

は最初から燃え続け，登場人物が戻ってきて初めて，その

火が消されることになる。旅の問も燃え続け，経過してい

く時間の象徴とも言える。時計が動き続け，時を刻み続け

るように，ガス灯はその炎を通じて，継起していくプロセ

スを見守っていくとも言える。旅程の進行をこの照明が見

守るかのようである。そうした時間的連続性は空間的連続

性にもつながっている。ガス灯がある場所こそ，出発の地

点であるとともにゴールでもあり，そして移動の問にはそ

の存在を想起することで，出発点からの距離的差異を通じ

て，現在地点のおかれた状況がわかり，ゴールまでの踏破

すべき道のりを判断することができる。言い換えれば，そ

のとき考えられる空間というものが，起点からの距離によ

り位置関係を決定できるような均質的な秩序を持つ場であ

ることを示している。そうした空問的安定性の指標の機能

をこのガス灯は果たしている。次に，このガス灯は計量の

可能性を表している。その活動量は数字によって示すこと

ができる。その活動は，「大いに」「驚異的に」「目を見張る

ほどに」「人々の注意を引くほどにjといった主観的な言葉

7）たとえば，註1であげた参考文献はそうした分析の例としてみることができるだろう．

8）『文庫』，46：頁．

9）『文庫』，451頁。

10）ガス灯の持つ新しさについては，下記参照．

　R．H：．ウイリアムズ，『夢の消費革命』，工作舎，！996年，91－96頁．
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によって記述されるのではなく，「1920時問」といった具体

的な数字によって，明確な疑いを残さぬ形で明らかにされ

るのである。最後に確認すべきは，そうした数字による記

載が金額によって裏打ちされることである。ガス灯の燃え

た部分はパスパルトゥーの「支払い」となるわけであるし，

それは「！920時間分のガス代」という形となって現れる。

活動は資本という裏づけにより保障されることになる。

　この些細なガス灯の中に，「連続」，「量」，「資本」といっ

たキーワードを読み取ることでこのガス灯に重要性を与え

たい。というのは，とりもなおさず，この作品においてそ

うした概念が中心的な役割を占めているということに他な

らないからである。以下の分析においては，この物語にお

いて「連続」「量」「資本」という概念が重要な機能を果た

しながら，語りの機能を担うとともに，それが19世紀以降

急速に発展していく言語文化空問の変貌の状況とも対応し

ていることを示していきたい。

2。空間の拡大

　19世紀において世界は狭くなっていく。特に蒸気機関の

発明がもたらした鉄道をはじめとする交通機関の発達には

目をみはるものがあった。実際この物語において登場人物

たちは欧州を起点として，インド，アジア，アメリカを経

てまた欧州にもどる大旅行をする。実際この大旅行が企画

されるきっかけとなるのが，新聞に載った世界一周記事を

めぐる議論であった11）。

　「ラルフさん，正直申し上げて，地球小さくなった

とは滑稽な話ですよ。しかもその理由ときたら，今や

三ヶ月で世界一周ができることだとおっしゃる．」

「八○日だけで可能です。」フィリアス・フォッグがそ

う言った。

「その通りです，皆さん。」ジョン・サリヴァンが付け

足した．「ロタールーアラーーハーバード間に大インド半

島鉄道が敷かれてからは，八○日で可能となったので

す。以下はモーニング・クロニクル紙がはじき出した

数字です。ji2）

11）この時代の交通機関の発達，特に鉄道の発達については，下記参照。

　こうして新聞にあげられた数字を検証するために，

フォッグ氏は旅立つことになる。新たな力たる蒸気機関は，

これまで隔絶していた諸地域を連結しながら，地球全体を

一体的なものに仕上げていく。日夜進歩する新しい機関の

歩みは，休息というイメージとはほど遠い現在進行的な行

き方で，旧体制との絶えざる対抗，衝突，乗り越えから生

まれていく。戦いが終わっていない場所もある。当然完了

していると思われたインドの鉄道が実は完成していなく

て，主人公たちは，古い乗り物である象にのって踏破する

ことになる13）。こうした箇所にも，乗り越えるべき古い対象

がすべて消え去ったわけではなく，まだ蒸気による栄光の

歴史はこれから書かれるべきものであることが示されてい

ると言えよう。

　しかし，それはこの新しい力がいまだ無力ということで

はないeむしろ，そうした停滞状態は，難題を越えていく

新勢力の力強さを示す仕掛けのように見えないこともな

い。この蒸気というパワーは，これからの時代のヒーロー

となるべく，位置づけられているようだ。バイソンの大群

を見送る蒸気機関車のイメージは，無力さよりも，古いも

のを見送り，次代の先駆けとなる姿を感じさせるし14），イン

ディアンとの戦いは文明，非文明の対決を経て，機械によ

る前近代的な要素の粉砕という迫力を感じさせる筆致で描

かれている15＞。

　空間を横断し，離れた諸地域を連結していく動きのダイ

ナミズムをこの蒸気機関は象徴している。この力のサンボ

リズムをより詳細に具現している場面が，物語の終わり近

くに位置するフォッグ氏による船の操縦の箇所である。

フォッグ氏は指定された時間に間に合うように到着するた

め，船長となって船を全速力で走らせる．そして燃料の石

炭が足りなくなると，なんと船体の木製の部分を燃やして，

全速力で航行し続けることを命令するのである。このよう

にすべてを飲み込み，そこからエネルギーを引き出して進

む姿は，新たな蒸気というパワL・一・・の大きさを感じさせると

ともに，それに賭けようとする時代の流れを思いやること

ができる．蒸気の持つ強大な力のイメージはこの時代にお

いて，他の分野でも確認することができる。労働運動家の

ブリューズは労働者たちの新たな集団組織であるアソシア

シオンを蒸気と結びつける。

　Marc　Desportes，　Paysage　en　mouvement，　Gallimard，　2005，　pp．99－199．

12＞『文庫』，32頁。32ページ，現在では，この旅は8日ほどでおこなうことが可能となっている．空間の拡大は現代にまで及んでいる。新た

　　な世界一周については，以下参照のこと．

　　＜＜Le　tour　du　monde　en　8　jours　＞＞，　Le　Figaro　nzagazine，　samedi　12　octobre　20e2，　pp．104－112．）

13）『文庫』，112頁。

i4）『文庫』，317－320頁。

15）『文庫』，362頁。もちろんこうした機械の発明による空間の踏破は鉄道だけに限るわけではない．『海底二万里』などの作品で知られるよ

　　うに海の探索を考えることもできる．ヴェルヌ作品と海との関係については，特に下記参照．

　　1zales　Vern　es－le　roman　de　la　mer，　Seuil，　2005．
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　蒸気力の発見がもたらした第一の結果は，アソシア

シオンの原理の発展である。（……）鉄道を建設し，運

河を開削し，工場を設置するなどさまざまなことをす

るために。家主が門番や町の使い走りと協力させるよ

うにさせたのは，蒸気力である。銀行家が，その経営

報告書を自分の食料品屋や，仕立屋や，場合によって

は，自分の召使や御者に提出することだってあるのも，

蒸気力の結果である。（……）これらの大会社を設立す

るのは，蒸気力であり，そこでは社会のすべての階級

が一つになるために，社員としてあるいは株主として

肩を並べているのである。生産の方式を修正し，変化

させることによって，産業と同じく商業の古い組織を

すべて覆しているのは，この蒸気力である16）。

　このような強大なエネルギーを受けて，主人公たちは旅

をし続け，各地域をつなぎ，小さくなりつつある地球の姿

を改めて読者に実感させてくれる。しかし，この旅には何

か不思議な点がつきまとう。主人公たちは失うものがない

のである。それは旅が快適なものだということではない。

むしろ冒険物語であり，波乱万丈ともいえるほどである。

ただ従来の方式の抜本的変革を迫るような強烈な文化的断

絶というものは出現しないし，決定的な不幸というものも

ない。はぐれてしまったパスパルトゥーも必ず無傷で戻っ

てきて，主人たるフォッグ氏との永遠の別離を味わうこと

はない。確かにインドでは宗教的な儀式に乱入するという

ことを冒すが，それと引き換えにアウダ夫人を迎え入れる

ことに成功するし，アヘンがもとでパスパルトゥーは主人

たちと分かれるものの，その後，日本での劇的再会という

幸運を味わうことになる。フォッグ氏も，最初は無礼なヤ

ンキーとして憎悪したプロクター大佐と最終的には互いに

評価しあう仲となるeこうしてみてくると，各地域の差異

は最終的には乗り越えられ，ある統一体，「狭くなった地

球」という空問の中に統合されていく。このように，差異

をひとつに塗りこめていこうとする動きをここでひとまず

確認しておきながら，あとでその問題点を考えることにし

たい。

3。時間の獲得

　この狭くなっていく空間を横断する交通機関は数々登場

するが，大きな役割を果たすものの一つとして，鉄道があ

り，それを支えたものとして蒸気機関が存在することは，

今まで述べた通りである。ただ，交通手段の発展を可能に

したものとして，もう一つの要素を考える必要がある。そ

れは時間であり，もっと的確に言えば，均質的な時間，地

球規模の時間という尺度の成立である。

　確かに時問は特に19世紀の発明というわけではないし，

以前から知られていた事象ではある。しかし，19世紀以前

の時間というものは，各地域でそれぞれ独自のものが存在

し，比較，統一されることは少なかったe19世紀に入ると，

時間を標準化しようとする動きが，特に各地の時間を関係

づけようとする方向が現われてくるv世界標準時の制定な

どもその一環である。各地での時刻がばらばらであるなら

ば，その地域を横断していく列車などはどのようにして，

乗客のサーヴィスを行うことができるのだろうか。アメリ

カ横断鉄道なども，この各地に存在する様々な時間体系を

まとめる方式により，飛躍的な発達を遂げることになる17）。

この標準時への言及は直接的には，子午線による時差へ影

響から見て取ることができる。

　フランシス卿はパスパルトゥ“nv一が言った時刻を訂正

した（……）フランシス卿は彼に，子午線が変わるご

とに時刻を合わせていく必要があること，絶えず東に

向かって，ということは太陽の方向に向かって進んで

いくのだから，日の長さは，一度進むごとに四分ずつ

短くなっていくのだということを分からせようとし

た18）．

　ここに差異のパラドックスがあることを注意しておこ

うeここで言及される差異は，その見かけにもかかわらず，

諸地域を隔てるものではない。差異に言及しながら，その

違いを介して諸地域が関係し合うことが示されている。各

要素間の差異を比較，計量しうる基盤の存在が前提とされ

ているのである。ここにおいて均質的な時間体系の設定に

より，世界は改めてひとつとなる。そのとき，ガス灯の象

徴するものとの呼応関係がより一層明確になってくる。主

人公たちが活躍している中で，黙々と燃え続けるガス灯こ

そ，彼らの活動を見守り，その軌跡を着実に残していく時

間を表すものに他ならない．ガス灯こそ，世界を，均質的

な時間体系が地球的規模で浸透していく状況を表していた

のだ．いかなる活動に対しても，その背後にあって，運動

の解析を可能にする仕組みこそ，普遍的で汎用性をもった

16）木下賢一，『第二帝政とパリ民衆の世界』，山川出版社，2000年，67頁．

　　またアソシアシオンについては，ヴェルヌの次の作品参照のこと．

　　ヴェルヌ，『地軸変更計画』，創元SF文庫，2005年，39頁．

17）大陸横断鉄道については，『文庫』，310－312頁．また時間を巡る動きについては，下記参照．

　S・カーン，『時間の文化史』，法政大学出版会，1993年．

18）『文庫』，111頁．
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時間体系である。インドを移動しているときも，アメリカ

を走り抜けている時も，このmンドンの屋敷でガス灯は燃

え続ける。その燃え続けるガス灯を考えるとき，これまで

孤立していたインド，アメリカ，イギリスといった空間が

接続されていく。そして，連結を可能にするものが，その

間を流れている時間なのである．

　そうした一体感を現実の場面で味あわせてくれた例の一

つが，時代は少し後になるものの，タイ浜田ック号事件で

ある。豪華客船タイタニック号の遭難の知らせば無線を通

じて，世界中を駆けめぐる。そして現場に向かった船舶か

らの連絡が世界中に発信され，その場面を世界中の人々が

思い浮かべ，イメージを共有することになる。時空間の差

異は，諸地域を結ぶ無線の力により，距離が乗り越えられ，

地球規模で通諭しあうことになる。世界的な劇場が成立す

る。そこには時間性による空間の接合組織化の動きが見て

取れる19）e

　ここにおいて時間というものの及ぼす力の大きさを確認

しておくことが重要であろう。ただその際に事態をあまり

に単純化するという暴挙は避けねばならない。そうでなけ

れば，この時代以降進行していく，時間の複雑さを見逃す

ことになるからである。時間の均質性はそれと対立する形

で，時間の多層性の認識をも生み出していった。止血が一

義的に進行していくという展望のもとでも，その時間があ

る条件においては，回帰したり，循環したりして，時の不

可逆性を越える可能性が存在することが明らかになって

いった。過去の出来事が現在の時間の申によみがえって，

新たな意味を語ろうとしたり，量子物理学などにおけるよ

うに，様々な要素を細かく測定しても，時空間の性質を完

全に一義的には決定できないという種類の問題が発生した

りした。このようにして，時間は均質であるとともに多様

でもあるということになる20）。

　ただこの対立に目を奪われて，対立そのものを生み出し

ていく新たな動きを見失ってはならない。この二つの体系

は，19世紀以降進行を早めていくプロセスに対応したもの

であった。そのプロセスとは「量」にもとつくものであっ

た．近代において，あらゆるレベルで処理すべき事象の数

は：増していった。その動きはとらえる視点により，様々な

様態を取る。ある点では，大衆社会の成立過程とも言える

し，また別のレベルでは資本主義の飛躍的発展という呼び

方もできるであろうし，また帝国主義の進出や科学技術の

大進歩などとも見なすこともできた．いずれにせよ，この

新たなシステムの特徴は，絶えず加速されていく動きの中

に安定を見いだすことであった。停滞は組織の死滅を導き

かねない恐ろしい事態であった。多元性と均質性の共犯関

係こそ，この加速度的要請に応えるものであった．たとえ，

あるペースで増大していっても，それが同じ割合であれば，

状況を新たにする契機を失い，停滞と同じ意味をもってし

まう。こうした停滞を避ける手段がなければならないeそ

れには，動きを萎縮しかねないシステムに対し，働きかけ

を行う外部なるものが存在すれば十分である。そうした意

味では，均質空間というのは必ず，その円滑な機能維持の

ために，自分に対して異化作用を行うような外部空間を想

定しているわけで，そうした点からすれば，潜在的に多元

性をはらんでいることになる21）。言い換えれば，19世紀以降

の近代化の歩みは，外部創出の歴史でもある。それでは，

外部へよせる視線の動きを，具体的にヴェルヌの作晶，『八

十日間世界一周』に即して，これからみていくことにした

いe

4。空間の支配と教育

　19世紀以降においては，諸地域が時問軸による整序化の

作用を受けていくと述べた。その具体的なあり方のひとつ

を，ヴェルヌのこの作品にもとづいて考えていくことにす

る。主人公たちは，旅行の過程において，インド，アジア，

アメリカ大陸などを踏破していくeその歩みの中で，こう

した地域が彼らの母国であるヨーUッパと結びつけられ

る。そして旅行が成就されに及んで，世界一周はその運動

を通じて，地球規模の一体感を強化していくように見える。

惑星という大きな単位の中に，国々といった小さな要素は

円滑に包含されていくかのようである。ただし，そこにあ

るバイアスがかかっていることを指摘することからはじめ

ていきたいe

　諸地域の結びつきには，ある傾向が見られる．それは西

欧中心的な視点である。西欧以外の地域には，その後進性

を描写するかのような記述がみられる。インドにおいては，

女性を犠牲にするという儀式の前近代性が強調され，西欧

の使徒たるフォッグ氏による救出の話が語られる22＞。また

中国においては，アヘンにまつわる救いのない状況が指摘

される23）。最後にアメリカ大陸におけるインデKアンの存

！9）タイタニック号のエピソードについては，カーン前掲書，95－98頁参照。

20）19世紀以降の時空間の複雑さについては，カーンの前掲書の他に下記参照．

　松浦寿輝，『知の庭園』，筑摩書房，1998年．

　　S・カーン，『空間の文化史』，法政大学出版会，1993年．

21）近現代の持つ言語文化空間のこうしたダイナミズムと複雑性については，下記参照．

　松浦寿輝，『表象と倒錯』，筑摩書房，2001年。
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在は後進性の象徴であり，文明の利器である蒸気機関車に

礫かれる場面が描かれている24）。こうした描写の背後にあ

るのは，西欧の先進性とそれ以外の地域の後進性である。

つまり均質的時間というのは，西欧を基準とした歴史であ

り，そこからすべてを判断していこうとするところがら生

まれる。非西欧的な地域は，西欧と一体化する度合いにお

いて，その進歩性が判断されるのである。インドにおける

こうした儀式がどのような地域の歴史的コンテクストから

生まれたかという視点などは忘却されていくことになる。

そうしたf野蛮」に釈明はいらないのであって，そこから

脱却せしめ，そうした未開の人々を「文明」の恩恵に浴さ

せるということが西欧の使命ということになる25＞e

　そうした姿勢は，決してヴェルヌが人種差別主義者で

あったとか，植民地拡大主義者であったとか，帝国主義支

持者であったということを意味するわけではない。実際彼

は，むしろ穏健共和派を支持するとともにカトリシズムの

信仰を守る作家であった。ただそうしたヒューマニズムを

守ろうとする者が，無意識のうちに帝国主義者たちのイデ

オor・・一ギー的な部分に近づいてしまうことに，この時代の

難しさがあり，そうした錯綜性を読み取ることの重要性を

ここで強調しておきたい。「野蛮」なものを教化し，悲惨な

状況から救うのは，それ自体決して悪いことには見えない。

問題なのはその「野蛮」なる概念が，西欧から一方的に規

定された概念であり，その概念の人為性，イデオロギー性

が問われないことである。実際この時代，「野蛮」なるもの

は教育の主題なのである．パリの万博会場の脇に，植民地

の展覧会場が存在していた。

　トUカデmは，エッフェル塔と川をはさんで対岸の

la・一ヌ川右岸にある展覧会場で，あらゆる植民地の展

示が集められていた。タルメールは，万博の真の「教

育」を認めることができるのは，この「学校」におい

てであると主張したe異国的な地域の展示品は，目新

しいものではなかった。一八六七年の万博にはすでに，

エジプトの神殿やモロッコのテントの複製があった

し，一八八九年のもっとも人気のあったアトラクショ

ンのひとつは，かの有名な「カイロ街」で，そこでは

黒い目のペリーダンサーたちが「オリエント風」のカ

フェで，魅惑的なダンスを客に披露していた26）。

　こうした「教育」が広く行われるかぎり，異国的なエキ

ゾチスムは反復され，後進性がいやが上にも疑い得ないも

のとされる中で，帝国主義下での植民地支配搾取の実態は

人々の目から隠れていくことにならざるをえない。実際労

働者たちのために運動を組織したものたちの問にも，海外

の搾取の実情にまで思いをはせた活動家は決して多くはな

かった27）。「野蛮」という概念を無自覚的に使うとき，いか

にそれが善意に基づくものであれ，相手を導者の地位に置

くことで，目指すところが，植民地支配の言説と重なって

しまうところに，状況の難しさがある。

　「文明」と「野蛮」という二項対立は，西欧を文明の中

心と考え，他の地域をその外部として位置づけることで，

ある安定した動的構造を可能にしてくれる。他者を効率的

に作り上げることで，秩序維持をはかる「量」の戦略であ

る。興味深いのは，ヴェルヌがこの中心部に微妙な配置を

していることである。彼は決してこの西欧の中心にフラン

スを持ってこようとはしない。実際主人公フォッグ氏はイ

ギリス人である。そしてフランスが描かれるかわりにイギ

リスの驚並みが描かれている。ただそこには，迂回したナ

ショナリズムがあるように思われるe実際フランス人が皆

無というわけではなく，パスパルトゥーが登場するわけで

ある．またアウダ夫人は，その出自からしてアーリア系と

思われる。こうして見たところ，西欧諸国の連合によるチー

ムワークが強調されているかの印象を与えるが，それは作

者ヴェルヌの筆を通して書かれたものであり，フランス読

者を意識した語り口である。フォッグ氏もフランス人が考

えそうなイギリス人の典型のひとつから作られている。そ

れは一種のつくられた国際的連携であり，その背後にはフ

ランス的な見取り図のもとにすべてをまとめていきたいと

いう希望がうかがえるように思える。実際の諸国の利害関

係を考えれば，事態はそれほどうまくいくわけではない。

現状にたいする願望が作品には投影されているようにみえ

る28）。

　ただ諸外国，そして外国人たちに希望だけが抱けるとは

22）『文庫』，ユ34－148頁．

23）『文庫』，215－216頁。

24）『文庫』，362頁。

25）こうした西欧諸国にたいする「オリエンタリズム」的視点に対する批判から数多くの成果が生まれてきていることは言うまでもない。そ

　　して現在ではそうした空間思考批判を継続しながから，新たな空間思考を求める試みが行われている．最近の試みとしては，下記参照．

　E，W．ソジャ，『第三空間』，青土社，2005年．

　　また，ヴェルヌにおける「文明化の使命」については，特に下記参照e

　杉本淑彦，『文明の帝副，山規出版社，1995年。

26）ウイリアムズ前掲書，60頁。

27）木下前掲書，130頁。またこの時期の変化の言語文化空間的な側面の分析については，下記参照。

　松浦寿輝：，『エッフェル塔試論』，筑摩書房，1995年。
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限らない。外国勢力にたいする恐怖を考えるとき，ドラキュ

ラについての物語の19世紀における流行が浮かび上がって

くる。ドラキュラという物語の背景には，外国人に対する

恐怖心があることを指摘する研究がある29）。入り込んでく

る外国人に対する恐怖心がドラキュラという伝説の人物に

投影されていくというわけである。『八十日間世界一周』に

おける国際協力体制はその裏返しに思える。実際の国際的

協力体制に問題があって，不安があるからこそ，そうした

おそれもなく機能しているような，協力の理念的モデルと

も言うべき姿を作品の中に書きこもうとしたのではないだ

ろうか。恐怖のカムフラージュとしての，理想像の登場で

ある。それゆえ，正反対の姿を見せている，この二つの描

き方は，実は同じ現実的状況から生じているのではないだ

ろうか。

§。資本という仕組み

　これまで「量」による戦略という言葉で述べてきたが，

それを測る尺度はいかなるものであろうか。尺度がなけれ

ば量という概念は存立の基盤を失うことになる。またこの

作品では女性はアウダ夫人一人であるが，この孤立した人

物の果たす機能はいかなるものであろうか。そうした疑問

を最終章で考察しよう。

　すでにガス灯の使用がいかなる結末を迎えたかはみてき

た。まず使用時間が記録され，それにみあった請求金額が

求められるのであった。時間という尺度の存在に加えて，

貨幣，資本という要素が介入してくる。そして実際ガス灯

はこの物語において不断なく進行していく時間の象徴であ

るとともに，その時聞が無償で経過するのではなく，資本

の運動を引き起こすものであることを示していた。パスパ

ルトゥ一一は刑事フィックスにこう語る。

「ガス灯のことなんです。実は消してくるのを忘れて

しまい，今燃えている分が私の負担となってしまう。

計算してみたのですが，二四時間でニシリングになる。

私の稼ぐ金よりちょうど六ペンスだけ多いのです。お

わかりでしょ，少しでもこの旅が長引けばどんなこと

になってしまうか………j30）

　まさに「時は金なり」という状況が生じている。この主

人公たちが行う冒険旅行は，もちろんフォッグ氏の豊かな

才能によるところが大きいが，それでも資本なくしては，

一歩も進めないことも事実である。資本の運動を具現化し

ていくのが，この旅行と言えるかもしれない．そして，旅

の進行と反比例して，金はどんどん減っていく。驚くべき

消費の旅である。ここで19世紀が特に70年代以降消費への

傾斜を強めていくという事実を思い起こすべきであるかも

しれない。確かに，フランスは普仏戦争の敗北という打撃

を受けるものの，以後経済は順調に成長を遂げていき，世

紀末に向かって，ベル・エポックと呼ばれる時期を迎える

ことになるのである31》。

　こうした新たな資本主義の発達は，政治，経済，社会を

はじめとする様々な分野で大きな影響を及ぼしていく。

「量」は厳密に，正確に測定，計量され，そのデータが市

場に生かされねばならない。その判断に不正確な要素が入

り込んで，資本の円滑な運動を妨げてはいけないのである。

市場の動きは予測され，その計算に介在する誤差はできる

限り，小さく押さえられねばならない。そこでは，取引も

形態を改めねばいけない。

　デパートはショッピングという行為にまったく新し

い一連の社会的相互作用を導入した。買い手は冷やか

して見回る自由，つまり実際に買う義務を負わずに夢

にひたる自由と引き換えに，値段をつけることに積極

的介入する自由を諦め，売り手の定めた値段を受け入

れねばならなくなったe客と小売業者の活発な言葉の

やりとりは，「もの」に対する客の受動的で無言の反応

に置き代わった。これはいかに「文明化の過程」が，

人に対する攻撃や感情を抑えていく一方で，「もの」に

対して向けられた欲望や感情を助長するかということ

28）文明と野蛮のヴェルヌにおける複雑な関係については，また別の機会に詳しく論じてみたい．ただ，『海底二万里』においてネモ船長が

　　ある場面で，現地の不幸な漁夫を助ける一方で，別の所では，電撃により原住民を撃退する場面があることを思い起こしておこう．そし

　　て，『地軸変更計画』においても，開発の交渉の場から排除される原住民のことが同情をもって描かれているが，どうやらこうした同情

　　は西欧という視点からなされるように思われる．というのも，『十五少年漂流記』などで平入のモコが評価されるのも，白人の少年たち

　　にある意味で従順に仕えるからであり，また『サハラ砂漢の秘密』の末尾において，幸福を味わう黒人たちとして描かれるのは，故郷の

　　アフリカを去って，ヨーロッパで暮らす者たちである．現地では幸福は成就しえないかに思われる。こうしたヴェルヌにおける錯綜性に

　　ついては，杉本前掲者の他に，『地底旅行』の解説も参照のこと（『地底旅行』，岩波文庫，1997年，466－467頁）．

29）丹治　愛，『ドラキュラの世紀末』，東京大学出版会，1997年．

　　またこの外部への恐怖が，外から来る病気として意識され，健康パラノイア的状況を示す場合の分析としては，下記参照．

　　見市雅俊他，『青い恐怖　白い街』，平凡社，1990年．

30）『文庫』，77：頁。

31）この時代の消費の高まりについてはウイリアムズ前掲書の他に下記参照．

　　福井憲彦，『世紀宋とベル・エポック』，山川出版社，1999年．
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『八十日間世界一周』をめぐって一「空間」・「時間」・「資本」一

の顕著な例である32）。

　実際フォッグ氏が行う取引は，多くの場合駆け引きとい

うものをあまり強く感じさせない。象を買うときも，船の

交渉をするときも，値切るということはなく，大きな資本

にものを言わせて乗り切っていくようにみえる33）。「金が常

に問題を解決する」のである34）。こうした取引の描写自体が

ある意味で，経済の後進性を示すわけで，インド，中国と

いった地域の後進性は読者にはそれとなくわかり，進歩的

なフォッグ氏はそうした態度に対する応答の仕方として，

従来のような駆け引き型ではなく，現代消費タイプとして

相手の値を受け入れるという形をとることになるe新旧の

対立がそこには刻まれている。

　このように経済活動から変動やノイズをできるだけ少な

くして，安定性を高めていこうとする点に新たな傾向があ

る。それこそが「量」の管理の目指すところである。とこ

ろが，そのように経済から悪しき部分を除去して，透明な

世界を築こうとする一方で，不透明な要素が別の方向から

悪夢のように回帰してくる。円滑な経済の動きが利潤を生

み，発展を可能にしてくれるというビジョンの中に不協和

音が混じってくる。それは「盗み」という主題である。実

際主人公フォッグ氏には当初から銀行強盗の嫌疑がかかっ

てくる。資本の運動を担うヒーローが，その運動に違反す

る悪党だというわけである。まさに『ジキル博士とハイド

氏』のような世界が出現する．もちろんその疑いは晴れて，

フォッグ氏が無実となるのは言うまでもない。ただここで

問題にしたいのは，資本の動きが本質的に，そして根元的

に「盗み」という悪魔を呼び起こしてしまうのではないか

ということである。貨幣はその運動により，利益を生み出

すが，その増加分はいったいどこからくるのだろうか。ど

こからか奪われたものであろうか。そう考えると，いつも

この問いかけは「盗み」という脅迫概念を反復してしまう

ことになる35）。

　資本の流れの底には，この黒い渦がある。目的をいかに

明確にしょうとも，そこに不明確な要素がつきまとってし

まう。貨幣は自由でありながら，その動きにはある偏差が

存在する。あるいは，何らかの余剰を含んでしまうと言っ

てもいい．その定義には，難しさがっきまとう。運動を規

定しようとしても，不確定さがはらまれてしまうのである。

そうした形象が，不定形さを介在して，別の要素群と出会

う運動の中で，19世紀文学が生まれていくことを改めて指

摘する必要はないだろう。そこから女性という主題も浮か

び上がってくるe女性はこの時代以降，新たな形で発見さ

れていこうとする。以前は，男性の亜流，不完全な男性で

しがなかった36）。これからは女性の役割を積極的に記述し

ていこうとする試みが現れていく。母親，娘，女優，愛人，

芸術家，娼婦などの形象を通じて，その軌跡を辿ろうとす

る。あらゆるものになれそうでいながら，そのどれでもな

いような存在，それは貨幣と通じるところがある。貨幣謀

女性という図式は，とくにこの世紀においては金銭を介し

て売春を行う娼婦というイメージを通じて，人々の意識を

強くとらえていくことになるが，深層的なレベルにおいて

は，娼婦という存在そのものよりも，女性という形象の可

変性，流通性に注目が向けられていたのではなかっただろ

うか37）。

　こうした中で，この作品において登場する唯一の女性と

も言えるアウダ夫人について触れるべきであろう。もちろ

ん夫人は娼婦などではまったくないし，フォッグ氏に窮地

を救われ，最後にフォッグ氏と結婚することになる女性で

ある。この夫人に関して書かれた最後の部分をみてみよう。

（……）彼（フォッグ氏）がこの長旅で獲得したもの

は何だったのか。彼がこの旅から持ちかえることがで

きたものはなんだったのか。

　獲得し，持ちかえったものは何一つとしてない。人

はそう答えるかもしれない．たしかに何一つながった

のである。あの魅力ある一人の女性，たとえそれがど

れほどありえそうにない話であれ，彼をこの世の男性

のうちで，最も幸福な男にしたあの女性を除いては。

　そもそも人は，得られるものがもっと少なかったと

しても，世界一周の旅に出かけるのではなかろうか38）。

　ここには文庫版解説に示されているように，ある緊張関

係が見て取れる。「旅における等価交換（何かを得るために）

32）ウイリアムズ前掲書，69－70頁．

33）『文庫』，1ユ8，230－235頁．

34）『文庫』，401：頁。

35）「盗み」という主題は，19世紀においてはボードレールに鮮明に現れていくが，彼の作品を分析したベンヤミンにも受け継がれ，また現

　　代思想においては，デリダもこうしした問題に関心を持っている．特にデリダについては下記参照．」．Derrida，　Donner　le　temPs　1．

　　La　fausse　monnaie，　Galilee，　1991．

36）特に18世紀において女性という存在が性的な面でいかなる取り扱いを受けていたかについては，下記参照．

　　」．Mainil，　Dans　les　regles　du　Plaisir．．．．，　Kime，　！996．

37）こうしたイメージについて強烈な印象をあたえる者として，まずボードレールがいることは，あらためて指摘する必要はないであろう。

　　ただ，20世紀においては，バタイユがまた新たな形で，このイメージを利用していくことも忘れてはならないだろう．

38）『文庫』，453－454頁．
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と無償性（何の見返りがなくても）への強い欲求が，再び

互いに緊張をみせながら併置されている」39）からである。

ただし，この最後の部分にはある屈折が見られる。まず無

償性の強調がある。つまり目に見えるような利益はないと

いうことが宣言される。利潤をあげたわけでもないし，何

かを作り出したり，持ち帰ったりしたわけでもない。そし

て，この強調は，見返りを求めない行為こそ，この旅の純

粋性，真実性を確かなものとすることだと読者に求めるよ

うだe

　確かに，長旅をよく考えれば，成果はゼロではない。ア

ウダ夫人獲得という結果が存在する。しかし，筆者はこの

後半部の書き方を通じて，アウダ夫人という存在により，

この旅がいわゆる商業的な移動旅行という一線を画すとす

る。アウダ夫人は商品ではなく，利潤をもたらすものでも

ないというわけだ。旅という行為を正当化しながら，そこ

に含まれそうな不純な金銭的動機を排除し，理想的な旅行

なるものを提示しているかにみえる。

　しかし，すでに確認したように，女性＝貨幣という図式

は人々の無意識のレベルに浸透を始めている。どうしてア

ウダ夫人だけが免れうるのだろうか。またもし免れうるも

のだとしたならば，ここであえてなぜこのように無償性を

強調する必要があったのだろうかeこの強調自体がすでに，

交換経済を逃れることの困難さと女性＝貨幣図式の無意識

的な浸透を示しているのではないだろうか。この最後の純

粋なる世界一周旅行への言及自体が，こうした行為の難し

さを図らずも明らかにしている。

　ここでは，アウダ夫人はアリバイとして機能している。

貨幣を巡る動きがあまねく世界を覆いつつある状況で，そ

の世界を救う存在として召喚されている。貨幣の動きに縛

られない姿はすべてが貨幣の大きな流れによって押し流さ

れようとする中で，その動きを食い止める堤防の役割を果

たし，全的な流失が回避される。彼女を介して，交換経済

と無償性が均衡を保つ。ただこれが隠蔽工作のようなもの

であることを指摘しておくべきだろう。すでにアウダ夫人

も女性＝貨幣という図式を逃れることはできないし，それ

があればこそ，夫人が必要とされたのである。といっても，

アウダ夫人がたんなる操り人形ということでは，まったく

ない。無意識のレベルで感じ始めていることが表面に出て

こないように，表面化のうごめきを押さえつけ，上部構造

の安定を図るための留め金の位置を占めている。このアウ

ダ夫人を通じて，不安定な体系の動きが，等価交換の世界

と無償性の世界の共存という，つかの間のビジョンとなっ

てつなぎとめられるからである。きわめてエクセントリッ

クな比喩を許していだだければ，ドラキュラの魔手から

救った女性を完治したものと考えて，人々の群れに戻した

のに，実はまだ吸血鬼の毒が残っていて，これからその症

状が進行していくようなものである。貨幣の動きは，完全

に封じ込められたわけではない。同じく変転の可能性のあ

る別の形象に連携することで，つかのまの安定を見いだし

ているだけである。

　　　　＊　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　＊

　ヴェルヌは生涯多くの作品を書き続けた。そして，その

作品は今なお多くの人々の関心を引きつけている。そうし

た動きを見ながら，面白さを改めて語り直すということは，

その重要性を認めながらも，ここでは避けることにした。

　確かにヴェルヌの作品は魅力的である．しかし，同時に

彼の描く作品にはすくなからぬ「教育」が含まれているこ

とも否定できない。もちろんその「教育」にはそのまま受

け入れることはできかねるところがある。では，どのよう

な点がそれを受け入れがたくしているのか．

　そうしたことが，この論文の出発点になっている。

　「教育」は何もない所から出発するわけではない．そこ

には戦略もあるし，所期の目的をあげるための方式がある。

ただそうした道具が永久に有効なわけではないし，それを

うまく働かせるための環境というものがあるはずである。

そしてそうした環境を成立させている諸条件の関係という

ものを考えようと努めた。

　19世紀という時代がヴェルヌにいかなる作品を書かせよ

うとしたのかeまた彼はそうした傾向に反発して，どのよ

うな道を選んだのか。またそうする中で，意図に反して，

または無意識のうちに，彼が入り込んだ道とはいかなるも

のであったのか。作品には彼の軌跡が書き込まれている。

その何層にもなった構造体を読み込む作業は，これほど魅

惑的な作品においては，決して楽な作業ではない。それは

同時に，こちらが無自覚に受け入れている図式を問い直す

契機を促すことにもなる。そこにヴェルヌを読み続けてい

く経験の重要さがあると思われるe

39）『文庫』，465－466頁．
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